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かほく市社会福祉協議会広報誌 , - 回革開

2025Nn56 みんなで築く地峨福祉のまちづくり

一>，

/

2 新会長"'It任、理事の紹介

2 rいしかわ魁力ある福幽磁燭J 位協定されました
3 令租 6年度会費のみ礼と組笛

3 かほく市社会福祉箇醜会令初 6年度決薦報告

'"ほく市社会福祉大会・石川県社会福祉大会(糧管〉

5 民生餐貝児童委員情癒

6 中学生ジコ三7ポランティ7サクル;;ill紹介

7 かほくっ予ジコニアボランテイア体験彦業報告

7 高司史笠ポラツティ?ザ クル活動紹介
8 権利鑓損研修会

8 餓末泡すけあい募金Eご協力お願いします

8<1;"，たかいご湾志ありがとうございまし定〈容的)

。

。



〕主立主笠盟主会新会長の就任 l"
就任の <:'E集蝉

このたび令~17年6 月 26日に附怖されました理事会におい

て理事の皆様のご推挙とご賛同を限り 会長に就任しました.

かほく市の地域福祉の推進に大きな往邸側を果てしております

位協のill貨を担うことと忽り 身の引き締まる思いとともに

皆さまのお役に立てるよう 誠む誠意取り組んでまいる所存で

ございますL

今後も 地峻住民が住み慣れた地域で安心して暮らせる地"
づくりを進めてまいりますので 引き続き 当協餓会へのご理

解とご支観ご協力を賜りますようお願い申し上げます.

結びに 符織のご健tilとご多当事をご祈念申し上げ会長就任

にるたっての欽ι修とさせていただきます.
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ー・社協定G;q

令和 6年度かほく市社会福祉協議会

室蚕百街陀事官
令轟16 'fOl!rもたくさんのみなさまにご傷力を尉り 即〈お礼巾し上げます.

また、町会長 区長さまをはじめ、会n募集にあたりご凶力いただきました聞係者のみなさまに、

心から即くお礼巾し上げます今年度も引き続き 払ども祉協の活動会員会資のl!ll'iに何とぞ

ご銭聞いただき 絡別のご"'jjをいただきますよう よろしくお願い巾し tげます.

令初 6 年度実績

.会費総額

2 ，962千円

.活用用途

砂地唱福祉活動

社会福祉大会..

-事例紹介

一級会費(市民会員) 2 ，604"f門

鱒卸会費(有志の芳朗名) ..千同

質励会費 (27の企業団体) 270千円

砂広報活動

祉協だより発行

ホームページ運営

砂ボランティア活動

各種養成概座

ボランティア研修ほ'

砂法人運営，舌動

醐
。

ぺ呂J主塑色Y
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福祉サービス

刺用支援事業

1.782

資金貸付司廃業

2,587

地磁福祉

推進恵黛6.153

共同募金

配分金事業、

7.566 、

企画広報事業団79

"金運営事業日52

成年後見支後事裁(公益)624
ボランティアセンタ

活動事業5<.

たすけあい金庫貸付.業 140 .--...
都会餐員会.費量 38 U
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句
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- -
民生委員児童委員は、地岐を見守り、あなたの身近な

相談相手として、その内容に応じて専門機関への「つなぎ役J

になります

-・・・・・・王主審ヨ三富:.I..卓三重弓三fI.J l九宝 JJl 個白 .l lll'・・・・・・
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'" 10
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llJ鍛

民主要員〉 4 住民
児童蟹員 炉

見守り i君臨

E住民の立場にたって、地械の福祉を担うボランティアです〕

民生委員児童委員は.民生委員法により厚生労働大臣

から委嘱された無報酬のボランティアです。

E さまざまな相談に応じます E
地岐に暮らす身近な相談相手として.医療や介護、子育て O
の不安など、住民のさまざまな相談に応じています.そして

その課題が解決できるよう、行政機関をはじめ、必要な支援

への「つなぎ役」になります.
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お
は
な
し
円
グ
ル
ー
プ
に
よ
る
学
量
お
は
な
し
会

子
ど
も
た
ち
に
臨
み
聞
か
せ
の
幾
し
さ
を
知
っ
て
も
ら
お
う
と
。
『
お
は
な
し
門
グ
ル
プ
」

さ
ん
に
ご
協
力
を
い
た
だ
き
今
句
肢
は
学
盗
保
育
ク
ラ
ブ
に
通
う
兇
盗
を
対
象
に

1
均
を
通

じ
て
附
似
を
し
て
い
ま
す
.

次
世
代
へ
つ
な
ぐ
読
み
聞
か
せ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

H

お
は
な
し
円
グ
ル
ー
プ

日
以
初
は
恥
ず
か
し
そ
う
で
し
た
が
脱
み
聞
か
せ
を
や
り
た
い
と
い
う
子
ど
も
た
ち
の
梅
子

か
ら
芋
ど
も
た
ち
自
身
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
紡
仰
が
脊
ち
つ
つ
あ
る
よ
う
に
思
い
ま
す
固
継
続

的
に
行
う
こ
と
に
よ
っ
て
、
臨
み
聞
か
せ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
楽
し
さ
を
知
っ
て
も
ら
い
次
世
代

へ
黙
ぐ
こ
と
が
で
き
た
ら
般
向
の
裂
し
み
で
す
.

社協定ぷl)

H
A
W
参
加
児
島
の
感
担

。
き
ん
ち
ょ
う
し
た
か
ら
手
が
ふ
る
え
ま
し
た
.

か
ら
え
が
お
に
な
り
ま
し
た
.

み
ん
な
に
聞
い
て
も
ら
っ
て
う
れ
し
か
っ
た

で
も

。
は
じ
め
て
よ
ん
だ
け
ど
み
ん
な
の
ま
え
で
よ
め
て
う
れ
し
か
っ
た
で
す
.

が
あ
っ
て
き
つ
ね
が
人
間
に
ぼ
け
る
の
が
す
ご
か
っ
た
で
す
.

「
き
つ
ね
」

と
い
う
本

。
さ
い
し
ょ
は
き
ん
ち
ょ
う
し
た
け
ど
繊
切
を
い
っ
ば
い
し
て
本
脅
で
は
ち
ゃ
ん
と
線
制
ど
お
り
に

気
持
ち
を
こ
め
て
は
っ
き
り
貌
め
て
い
た
の
で
よ
か
っ
た
で
す
.
敏
明
は
大
事
だ
な
と
思
い
ま
し

が
、

1_l'b1ほ凶市高綬隼蔵官~7~詰忌拡-~11.1~活動Illn~・・・1

私
た
ち
『
か
ほ
く
市
高
校
生
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
サ
ー
ク
ル
』
は
か
ほ
く
市
街

住
の
前
段
生
で
結
成
し
市
内
を
巾
心

に
地
械
に
縦
ざ
し
た
活
動
を
行
っ
て
い

ま
す
.今

年
度
は
学
車
保
脊
ク
ラ
ブ
や
子
ど

も
食
堂
な
ど
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
稲
動
を

行
っ
て
お
り
ど
れ
も
地
域
と
の
つ
怠

が
り
を
感
じ
る
こ
と
の
で
き
る
活
動
で

す
.
ま
た
、
今
句
度
は
中
学
生
や
罰
鰻

大
の
学
生
と
二
帽
に
活
動
す
る
織
会
も

多
く
今
後
も
合
同
で
の
訴
動
を
附
や

す
こ
と
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
充
実

さ
せ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
.

か
ほ
〈
市
尚
校
ル
サ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
サ

ー
ク
ル
で
は
い
つ
で
も
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
依
制
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
.
メ

ン
バ
ー
も
随
時
募
集
し
て
い
る
の
で
気

艇
に
ご
迎
絡
く
だ
さ
い
・
ま
た

S
N

S
2
2
7

高
E
ヨ
)
で
の
広
報
活
動
も

行
っ
て
お
り
ま
す
.
是
非
ご
覧
く
だ
さ
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l 」航空塑!圃

地域サボーター竹内久美子

Jtl!域での様々なボランティア活動を通じて巾学生のみなさんが少しずつ

成長している安が頼もしいです.失敗を恐れず 川りの人を笑顔にするポ

ラノティア前動を続けてほしいです.

地媛サボータfー
'"入 怖さんが自ら選んでポラン
p‘\ティア活動をする中で 人から『ありがとう」の冨策をもらい

冒園且J感謝です払そういう鋭験が思いやる心やってよかったとい

う 1'1日へとつながっていきます.人の役に立つことにやりがい
晴覆面奮盈鍾逼守男畳泊予を盛じられたらいいです払 餅に楽しみましょう.

〈闘峰優子記)

浮綬コーディネーター加疎寛子

¥ JVC鉾は f.lHf14 名で活動しており
lます.生徒たちは勉強や部活動委a会
など f. 日の忙しい学校生活の合間に 鳩

械での綿々なボランティア活動に谷川l して

います.活動を通じて、生徒たち自身の~

びゃ新しい発見に擦がるきっかけのお手伝

いができればと思っています.

。

。

学綬コーディネーター村本律子

地域のjiのために "myan の生徒たちが

頑張る裂、とても泌般です'その行動力と

'"るさに、胤白身も元気をもらっています.
笑顔あふれるボランティア活動で、かほ〈

市をより良い衡にしていけたらいいですね.

これからも 備に業し〈訴動を鋭けていき

たいと IIよいます.がんばれ、河中生'

|伝re.l弘前気中学段II・地崎サボータ一川岸信一

発足時 5 人で祈動を始めた m助け隊日は、今では 38 人に.地域の方々

ST22ほおに指BRZfZ信C232Z23212R2?ft官t
感じています.

、学校コーディネーター図上弘子

助け隊は全校iT志 38 人で活動してい

ます.学ill保有クラブでのボランティアや

尚働者網悦施般への幼!問、陣内者スポーツ

大会のサポート等、続編.)に取組んでいま

す.説場iる生徒たちをこれからも応限しサ

ポートしていきたいと思います.

罰百市町町商\t
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たくさんの方から福祉向上にとご脊附をいただきました.みなさまからの得附金は 地峻

福祉の向上を目的に社会福祉協議会が推進する社会福祉事業に樋川させていただきます.

市内匿名 3 名
。

次の)jから食品のご得贈をいただきました固

線式会社

ヤクル卜北陸槽

。sws西日本

株式会社

字ノ貫工場樺

次のカからプルタプ使JII済み切手 ベルマ クの収集にご協力いただきました.

.明膏クラブ機 @畑山啓子機

i到、多くの'i1ill.'O:地'"さまから、佐川前み切手、 wm.苑みインクカートリッジの収見山ご凶Iiいただきました!

社会緬祉活人かほく市住会福祉箇鴎会 〒929-1173 かiまく市途i家ロ52番地 10

http 刷ww.ka同ku-shakyo.o中I TEL(076)285-8885 FAX(076)285-2049
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